
入
り
口
は
ど
こ
？

　
入
り
口
は
ピ
ン
ウ
ィ
ー
ル
コ
ー

ト
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
横
の
通
路
に

あ
り
、
立
て
看
板
が
目
印
で
す
。

　
中
に
入
る
と
、西
宮
の
「
ま
ち
」

と
「
ひ
と
」
が
大
好
き
な
ス
タ
ッ

フ
が
笑
顔
で
迎
え
ま
す
。

楽
し
い
場
づ
く
り

　
西
宮
市
や
市
内
活
動
団
体
の
チ

ラ
シ
配
架
ス
ペ
ー
ス
や
、
西
宮
の

歴
史
や
西

宮
に
関
す

る
小
説
や

雑
誌
、
資

料
な
ど
を

取
り
そ
ろ

え
る
「
ま

ち
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」、
涼
宮
ハ
ル
ヒ

の
ア
ニ
メ
で
描
か
れ
た
西
宮
北
高

校
の
教
室
を
再
現
し
た
コ
ー
ナ
ー

な
ど
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
人
が
主
役

　「
ひ
と
・
ま
ち
」を
つ
な
ぐ
た
め
、

自
己
紹
介
や
近
況
報
告
か
ら
広
が

る
ト
ー
ク
を
楽
し
む
井
戸
端
会
議
、

場
づ
く
り
を
通
じ
た
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
と
の
関
係
づ
く
り
や
サ

常駐スタッフ
右：松村真弓さん
左：中村七海さん

ポ
ー
ト
な
ど
、
地
域
の
人
が
主
役

と
な
れ
る
よ
う
に
応
援
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い

き
ま
す
。

　
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
阪
急
阪
神

の
松
村
真
弓
さ
ん
は
、「
西
宮
の

多
様
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
発
信
し
、

市
民
の
皆
さ
ま
に
交
流
い
た
だ
け

る
施
設
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

地
域
の
人
々
と
共
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
生
み
出
し
て

い
き
た
い
で
す
！
」
と
話
し
ま
し

た
。ク

リ
エ
ー
ト
に
し
の
み
や

◇
場
所
　
西
宮
市
甲
子
園
八
番
町

１
の
1
0
0（
ら
ら
ぽ
ー
と
甲
子
園
２
F
）

◇
T
E
L
0
7
9
8・8‌

1・3
8
8
8

◇
営
業
時
間
　
10
時
〜
18
時

◇
休
業
日
　
火
曜
日
、
年
末
年
始
、

ら
ら
ぽ
ー
と
甲
子
園
の
休
業
日

西宮市情報発信スペース

クリエート
にしのみや
再　開 !

　今年３月まで「西宮流（にしのみやスタイル）」が運営していた 
ららぽーと甲子園の東側リバーウォークモール 2 階にある西宮市情報
発信スペース「クリエートにしのみや」は、運営を（株）ウェルビー
イング阪急阪神が引き継ぎ、７月４日から営業を再開しました。
　「ここに来れば西宮のことがなんでもわかる『ひと・まち』発信・交
流拠点」というコンセプトの下、鳴尾地域から発信する新たな情報発
信スペースとして、今までのレガシーを継承しながら、さらにバージ
ョンアップしていきます。ぜひ、お立ち寄りください。

アニメ『涼宮ハルヒの憂鬱』の舞台となった西宮北高
校を再現したコーナー

８月23日、NPO法人なごみ「まちのがっこう」
の講座　「あなたの家族の防災準備」のキャン
パスとして場所を提供しました

26地域の『宮っ子』も、ここ
に来ればそろいます

 ここが入り口

西宮が大好き！
西宮の人たちを元気
にするイベントなど
を企画運営していき
ます
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鳴尾の昭和 鳴尾の昭和 ～鳴尾村解村式の日のできごと～～鳴尾村解村式の日のできごと～
番外編　球場ヘ応援に来たゾウ番外編　球場ヘ応援に来たゾウ

　前号（9・10月号）の「鳴尾の昭和～鳴尾村解村式の日のできごと～」で、県立鳴尾高校野球部が選
抜大会初出場で準優勝を飾った大活躍を紹介しました。
　その時に、鳴尾高校の応援に阪神パークのゾウが甲子園球場に来たことは有名な話ですが、ゾウのアキ
コとキクコ、どちらのゾウが来たのかは定かではありません。『宮っ子』編集員が史実を基に検証をします。
　また、この時の鳴尾高校の「初めて」にまつわるエピソードも紹介します。

鳴
尾
村
誌
よ
り
抜
粋

　
鳴
尾
村
解
村
式
が
行
わ
れ
た
昭

和
26（
1
9
5
1
）年
４
月
８
日
、

村
の
歴
史
の
最
後
を
飾
る
に
ふ
さ

わ
し
い
出
来
事
が
も
う
一
つ
起
き

て
い
る
。 

場
所
は
甲
子
園
球
場
。

第
23
回
選
抜
高
校
野
球
大
会（
当

時
は
新
制
第
４
回
）に
出
場
し
た
県

立
鳴
尾
高
校
野
球
部
が
堂
々
と
決

勝
戦
の
場
に
臨
ん
で
い
た
。
相
手

は
徳
島
県
の
強
豪
、
鳴
門
高
校
で

あ
っ
た
。
旧
制
の
村
立
鳴
尾
中
学

時
代
、
戦
後
直
後
の
ま
だ
校
内
の

復
旧
作
業
が
続
く
中
で
、
道
具
や

器
具
を
か
き
集
め
て
野
球
を
始
め

た
の
が
同
高
校
野
球
部
の
歴
史
の

第
一
歩
だ
っ
た
。

ゾ
ウ
の
応
援
が
話
題
に

　
４
月
１
日
に
開
幕
し
た
大
会
は

ス
タ
ー
ト
か
ら
雨
に
た
た
ら
れ
、

１
回
戦
の
第
３
試
合
以
降
が
４
日

間
順
延
さ
れ
ま
し
た
。
鳴
尾
高
校

は
５
日
目
に
初
戦
を
迎
え
、
試
合

前
の
ラ
イ
ト
側
ラ
ッ
キ
ー
ゾ
ー
ン

に
阪
神
パ
ー
ク
の
イ
ン
ド
ゾ
ウ
が

応
援
に
登
場
し
、観
客
や
相
手
チ
ー

ム
を
驚
か
せ
ま
し
た
。
そ
の
か
い

あ
っ
て
か
、
第
１
回
戦
の
静
岡
・

城
内
高
校（
現
県
立
静
岡
高
校
）戦

は
５
対
０
で
勝
ち
、
し
か
も
先
発

の
野の

武ぶ

貞
次
投
手
が
ノ
ー
ヒ
ッ
ト

ノ
ー
ラ
ン
達
成
の
快
挙
を
成
し
遂

げ
ま
し
た
。

　
ゾ
ウ
が
球
場
に
入
っ
た
時
の
様

子
は
、『
鳴
尾
村
誌
』の
鳴
尾
村
フ
ィ

ナ
ー
レ
を
飾
っ
た
選
抜
準
優
勝
鳴

尾
高
校
出
場
メ
ン
バ
ー
座
談
会（
52

年
後
の
平
成
15
年
11
月
６
日
な
る

お
会
館
）の
中
で
次
の
よ
う
に
あ
り

ま
す
。「
昭
和
26
年
選
抜
大
会
の
１

回
戦
の
時
、
ゾ
ウ
を
甲
子
園
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
へ
連
れ
出
し
た
の
は
高

橋
督
佳
と
い
う
方
だ
と
聞
い
て
い

る
の
で
す
が
？
」
の
質
問
に
、
当

時
の
キ
ャ
プ
テ
ン
だ
っ
た
濱
崎
健

さ
ん（
４
期
生
）が
、「
高
橋
は
４
期

生
で
九
州
の
男
で
し
た
。阪
神
パ
ー

ク
の
人
が
連
れ
て
き
て
く
れ
た
の

だ
と
思
い
ま
す
が
、 

ア
ル
プ
ス
ス

タ
ン
ド
の
間
か
ら
入
れ
て
ね
。
新

聞
に
載
っ
た
写
真
で
ゾ
ウ
の
上
に

乗
っ
て
い
る
の
が
高
橋
だ
と
思
い

ま
す
。
な
か
な
か
元
気
者
で
し
た

ね
。
ゾ
ウ
が
入
っ
た
の
は
こ
の
時

１
回
だ
け
で
す
」
と
答
え
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
中
田
昌
宏
さ
ん（
５
期

生
）は
、「
係
員
の
方
が
、こ
こ
は
入
っ

た
ら
だ
め
だ
と
言
っ
た
の
で
す
ぐ

に
出
ま
し
た
。
ゾ
ウ
が
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
入
っ
て
い
た
の
は
、
バ
ッ
テ
ィ

ン
グ
練
習
が
終
わ
っ
て
か
ら
で
、

み
ん
な
ベ
ン
チ
の
中
に
い
ま
し
た

か
ら
、
僕
た
ち
は
直
接
見
て
い
な

い
。
ゲ
ー
ム
開
始
前
の
ほ
ん
の
何

分
間
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う

ね
」
と
答
え
て
い
ま
す
。

　
い
く
ら
阪
神
パ
ー
ク
が
近
い
と

い
っ
て
も
ゾ
ウ
が
甲
子
園
線
の
路

面
を
横
断
し
て
野
球
場
に
向
か
う

の
を
制
止
し
な
か
っ
た
の
か
？ 

阪
神
パ
ー
ク
が
前
年
に
再
開
し

て
、
や
っ
て
来
た
ゾ
ウ
の
お
披
露

目
を
狙
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

キ
ク
コ
と
ア
キ
コ

　
甲
子
園
阪
神
パ
ー
ク
は
、
浜
に

あ
っ
た
阪
神
パ
ー
ク
が
昭
和
18
年
、

太
平
洋
戦
争
中
に
鳴
尾
競
馬
場
を

海
軍
が
飛
行
場
の
た
め
に
接
収
し

た
た
め
閉
鎖
さ
れ
て
い
た
の
を
、

終
戦
後
わ
ず
か
５
年
目
の
昭
和
25

年
４
月
25
日
に
現
在
の「
ら
ら
ぽ
ー

と
甲
子
園
」
に
な
っ
て
い
る
場
所

に
オ
ー
プ
ン
し
た
も
の
で
す
。

　
最
初
に
や
っ
て
来
た
の
は
キ
ク

コ
で
、
数
年
後
に
タ
イ
か
ら
ア
キ

鳴
尾
高
校
の
応
援
に
駆
け
付
け
た
ゾ
ウ

初めての甲子園練習
　前号で貴重な写真やバックルを提供した鈴木逸
男さん（90 歳）は、鳴尾高校５期生で、当時野球
部の一員でした。鈴木さんが、初めて甲子園球場
に入って練習した時のことを話しました。「最初に
バッティングピッチャーを命じられ、マウンドに
立つと２階から投げ下ろすような感じで、スタン
ドを見渡すとみんなの顔が手に取るようにハッキ
リと見えた。次にショートの守備に就くとダイヤ
モンド（インフィールド）のグラウンドは絨

じゅう
毯
たん

の
上を歩くような感じで、スパイクが軋

きし
む音が聞こ

えた。きめの細かい土に、イレギュラーの恐怖は
吹っ切れ、どんな打球もうまくさばける。なるほど、
甲子園に出るとうまくなるといわれるゆえんが分
かった。次に外野（レフト）を守った時、右耳の
横をスーッと打球が通った。もし 10㎝ 右に位置
していたら顔面直撃だったと思う。真正面の打球
なら見えたはず。甲子園球場での練習は、球場の
環境に慣れ、安全に試合ができるように配慮され
ていると思った」高校球児の憧れの舞台・甲子園
球場での練習は格別だったに違いありません。
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コ
が
や
っ
て
来
ま
し
た
。

　
平
成
15（
2
0
0
3
）年
３
月
30

日
、
2
頭
は
阪
神
パ
ー
ク
が
閉
鎖

す
る
ま
で
ず
っ
と
い
て
、
閉
園
後

は
千
葉
県
の
動
物
施
設
「
市
原
ぞ

う
の
国
」に
引
き
取
ら
れ
ま
し
た
。

　
キ
ク
コ
は
昭
和
20
年
生
ま
れ

で
、
閉
園
時
は
推
定
58
歳
。
平
成

15
年
11
月
老
衰
で
死
亡
。
人
間
で

い
え
ば
、
約
90
歳
の
大
往
生
で
し

た
。

　
ア
キ
コ
は
昭
和
25
年
生
ま
れ
で
、

閉
園
時
は
推
定
53
歳 

。
平
成
18
年

７
月
に
57
歳
老
衰
で
死
亡
し
ま
し

た
。

　
ア
キ
コ
が
タ
イ
か
ら
や
っ
て
き

た
の
は
昭
和
29
年
な
の
で
、
甲
子

園
に
駆
け
付
け
た
の
は
キ
ク
コ
の

方
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

鳴
尾
高
校
の
準
優
勝

　
昭
和
26
年
４
月
１
日
、
西
宮
市

に
合
併
し
た
鳴
尾
村
の
人
た
ち
に

と
っ
て
、
住
民
投
票
の
結
果
が
示

す
よ
う
に
意
見
が
分
か
れ
る
中
、

選
抜
大
会
初
出
場
の
県
立
鳴
尾
高

校
の
快
進
撃
・
準
優
勝
は
、
鳴
尾

村
の
心
が
一
つ
に
な
る
記
憶
に
残
る

快
挙
と
い
え
ま
す
。

　
今
年
８
月
１
日
に
、
開
場

1
0
0
年
目
の
日
を
迎
え
た
阪
神

甲
子
園
球
場
で
、
春
の
選
抜
、
夏

の
選
手
権
大
会
で
繰
り
広
げ
ら
れ

た
数
千
の
試
合
の
中
で
も
特
別
な

意
味
を
持
つ
昭
和
26
年
４
月
８
日

の
決
勝
戦
の
試
合
で
し
た
。
翌
年

も
鳴
尾
高
校
は
選
抜
大
会
に
出
場

し
ま
し
た
が
準
決
勝
戦
で
ま
た
し

て
も
鳴
門
高
校
と
対
戦
し
て
敗
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
甲
子
園
球
場

は
近
く
て
も
遠
い
存
在
に
な
っ
て

い
ま
す
。

当
時
の
思
い
出

甲
子
園
ホ
テ
ル
夕
立
荘

島
田
昭
一

「
応
援
歌
」

　「
も
う
９
回
、
あ
と
１
回
や
」 「
勝

ち
そ
う
や
で
」 

息
を
切
ら
せ
て
、

父
や
母
が
球
場
か
ら
帰
っ
て
き
た
。

「
鯛
を
注
文
せ
な
あ
か
ん
わ
」
と

言
っ
て
電
話
に
飛
び
つ
く
母
。
お

祝
い
ム
ー
ド
に
な
っ
て
き
ま
し
た

が
、
ラ
ジ
オ
か
ら
は
、「
鳴
門
高
校 

９
回
裏
サ
ヨ
ナ
ラ
の
チ
ャ
ン
ス
で

す
。
ピ
ッ
チ
ャ
ー
３
塁
へ
牽
制
球

を
投
げ
ま
し
た
。

　
ア
ッ
‼ 

サ
ー
ド
、
後
ろ
へ
そ
ら

し
ま
し
た
。
ボ
ー
ル
は
フ
ァ
ー
ル

グ
ラ
ウ
ン
ド
を
転
々
と
し
て
お
り

ま
す
。
ラ
ン
ナ
ー
は
ホ
ー
ム
イ
ン
。

３
対
２
逆
転
で
す
。
鳴
門
高
校
、

逆
転
サ
ヨ
ナ
ラ
で
優
勝
で
す
。
地

元
鳴
尾
高
校
敗
れ
ま
し
た
」。

　
昭
和
26
年
春
、
第
４
回
選
抜
大

会
。
夕
立
荘
が
開
業
し
た
ば
か
り

で
、
初
め
て
高
校
野
球
の
生
徒
さ

ん
を
泊
め
た
時
の
こ
と
で
す
。
選

手
た
ち
は
ユ
ニ
ホ
ー
ム
も
顔
も
ド

ロ
ド
ロ
で
、
涙
を
ボ
ロ
ボ
ロ
流
し

な
が
ら
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

　
初
め
て
選
手
の
お
世
話
を
し
、

地
元
の
鳴
尾
高
校
だ
け
に
、
私
も

小
さ
い
時
で
し
た
が
、
よ
く
覚
え

て
い
ま
す
。

⑶

　
し
か
し
、
あ
の
時
の
鯛
は
ど
う

し
た
ん
や
ろ
う
か
？

　
当
時
の
甲
子
園
七
番
町
辺
り
は
、

武
庫
郡
鳴
尾
村
鳴
尾
字
西
開
で

す
。
付
近
一
面
い
ち
ご
畑
で
、
球

場
の
所
か
ら
鳴
尾
小
学
校
の
校
庭

で
遊
ぶ
子
ど
も
が
見
え
ま
し
た
。

　
阪
神
甲
子
園
駅
前
の
松
林（
今
で

も
一
部
残
っ
て
い
ま
す
）か
ら
続
く

野
球
記
念
塔
、
今
の
甲
子
園
警
察

署
と
国
道
43
号
辺
り
は
コ
ロ
シ
ア

ム
風
で
し
た
が
、
戦
争
の
た
め
ロ
ー

マ
の
遺
跡
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
今
で
は
当
然
甲
子
園
七
番
町

周
辺
も
す
っ
か
り
変
わ
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
甲
子
園
球
場
と
ツ

タ
と
甲
子
園
を
舞
台
に
、
筋
書
き

の
な
い
ド
ラ
マ
は
、
今
で
も
変
わ

り
な
く
続
い
て
い
ま
す
。

　
さ
あ
、
今
年
の
高
校
野
球
チ
ー

ム
は
ど
こ
か
ら
、
ど
ん
な
選
手
が

来
る
の
か
、
１
回
は
勝
た
せ
た
い

な
ー
。
応
援
し
に
行
か
な
ー
。

　
私
の
気
持
ち
は
、
当
時
と
ほ
と

ん
ど
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

（
注
）甲
子
園
球
場
は
、
昭
和
39
年
２

月
14
日
か
ら
球
場
名
を
阪
神
甲
子
園

球
場
に
変
更

　参
考
文
献

：

鳴
尾
村
誌

左がキクコ、右がアキコ（昭和56年11月撮影）

校
歌
に
も
登
場
す
る
樟
樹
台
で
、第
４
回
選
抜
準

優
勝
旗
を
持
つ
鳴
尾
高
校
の
現
野
球
部
主
将・山

井
凛
太
朗
さ
ん（
２
年
生
）

鳴尾高校が初めて！
　甲子園球場のすぐ近くの「ホテル夕立荘」。今
では高校球児の常宿となっていますが、そのきっ
かけをつくったのも鳴尾高校野球部でした。
　当初、甲子園球場内で合宿泊していましたが、
試合が雨で４日間も順延する中、後援者の人たち
が、モチベーション維持を心配して球場近くの旅
館「夕立荘」を合宿所として手配しました。
　尼崎から移ってきて開業したばかりで、初めて
高校野球部の生徒の合宿所となりました。

河合勇野球部部長を先頭に夕立荘から球場に向かう野
球部メンバー＝写真提供：西宮流（にしのみやスタイル）　
岡本順子さん
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鳴
尾
は
、七
つ
の
小
学
校
区

鳴
尾
は
、七
つ
の
小
学
校
区

（
高
須
校
区
は

（
高
須
校
区
は
22
小
学
校
）で

小
学
校
）で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す

構
成
さ
れ
て
い
ま
す

④ ７月２７日・２８日　浜甲子園団地の夏まつり

① ８月２日・３日・４日　高須フェスティバル

模擬店に集う子どもたち

老
若
男
女
、太
鼓
の
音
も
響
く
盆
踊
り

夏
祭
り
実
行
委
員
会
で
組
み
立
て
た

「
や
ぐ
ら
」

⑥７月２６日・２７日 　南甲子園小学校区夏祭り

武庫川女子大学の缶バッジ作り

⑤ ８月４日　ロイヤルアーク甲子園フローレスの夏まつり

⑦ ７月２７日　番町会夏の集い ⑩ ８月３日　スポーツクラブ 21こまつの夏まつり

⑥ 7/26・27 　南甲子園小学校区夏祭り

５年ぶりの夏祭り。こよいは楽しく盆踊り

かわいいフラダンサー

みんなで協力して模擬店スタート

ク
ラ
ッ
カ
ー
を

　
鳴
ら
し
て

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

多くの模擬店に列西開公園でスイカ割り大会

●診療科目　内科　循環器内科　消化器内科　血液内科　糖尿病 ・内分泌内科　腫瘍内科　腎臓内科　人工透析

内科　呼吸器内科　外科　消化器外科　小児外科　乳腺 ・内分泌外科　呼吸器外科　ペインクリニック外科　整形外科

リハビリテーション科　皮膚科　形成外科　泌尿器科　小児科　耳鼻いんこう科　眼科　産婦人科　放射線科　麻酔科

臨床検査科　病理診断科　救急科　歯科　歯科口腔外科

医療法人信和会　明和病院
〒663-8186　兵庫県西宮市上鳴尾町 4-31
TEL　　 0798-47-1767( 代表 )
　　　　 ０570-0-89470( 患者さん専用 )
ホームページ　https://www.meiwa-hospital.com

親切で信頼される病院を目指します
めいわリハビリテーション病院 /
明 和 キ ャ ン サ ー ク リ ニ ッ ク /
エレガーノ西宮･めいわクリニック/
訪問看護センター明和 / 居宅
介護支援事業所　併設

広告

鳴尾地域

夏のイベント特集
⑯⑮

⑪

⑩⑨

③

①

②
⑤

④

⑫⑬
⑭

⑦ ⑧⑥
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⑭ ８月２４日　鳴尾八幡神社の盆踊り⑬ ７月１３日　鳴尾八幡神社の夏まつり
鳴
尾
吹
奏
楽
団
の
演
奏『
六
甲
お
ろ
し
』で
盛

り
上
が
り
ま
し
た

や
ぐ
ら
を
中
心
に
踊
り
の
輪
が
広
が
り
ま
し
た 

⑮ ７月１４日　甲子園二・三番町の夏まつり

雨も心配された天候でしたが、みんな笑顔で楽しんでいました

⑯ 7 月２０日　甲子園一番町の夏まつり

今年もみんなで楽しく踊りました

⑨ 7 月３１日　小松校区異学年交流会

み
ん
な
で
ダ
ン
ス
で

　
　
ジ
ャ
ン
ケ
ン
ぽ
ん

⑪ ７月２１日　小曽根の夏まつり

中
学
生
も
係
と
し
て
大
活
躍

⑧ ７月２７日　鳴尾西校区「鳴尾まつり」

②７月２７日　東鳴尾町２丁目・神社の夏まつり

やはり子どもたちが主役！
「はて、何を悩んでるのかなぁ？」

③ ７月２０日　上田の夏まつり

浴衣の帯が上手に結んである！
「お母さん、お疲れ様でした」

⑫ ７月２０日　里中町の夏まつりハ
ワ
イ
ア
ン
サ
ー
ク
ル

「
プ
メ
ハ
ナ 

カ 

ハ
レ 

オ 

カ
オ
ル
」

鳴
尾
小
学
校
で
盆
踊
り

広告

鳴尾支店
〒663－8182　西宮市学文殿町1丁目10番18号
TEL（0798）47－6800　FAX（0798）48－1406
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鳴尾地域で開催！

第28回「宮っ子ウォーキング」“わがまちを知る”
初冬の鳴尾地域を歩いてみませんか ?

　12月１日（日）、西宮コミュニティ協会主催の第 28回「宮っ子ウォーキング」が鳴尾地域で開催されます。
　阪神甲子園駅前広場をスタートし、鳴尾地域の公園や名所、旧跡などのチェックポイントを回りながら甲子園
六番町にある八ツ松公園にゴールします。鳴尾地域をひと回り、歩きながらわがまちを知る機会です。
　コースは健脚コース、一般コース、そして家族、友人と一緒に自宅をスタートするファミリーコースがあります。
　スタート会場ではこうしえんまちなかフェス実行委員会主催の「こうしえんまちなかフェス」、ゴール地点では
参加者による抽選会の他、キッチンカーやお菓子販売があり、にぎわいたっぷりです。

開催日：令和６年12月１日（日）
（小雨決行・大雨中止）

甲子園六番町
八ツ松公園

阪神甲子園
駅 前 広 場

「こうしえんまちなかフェス」 同時開催 !!」 お楽しみ抽選会 ( 空くじなし !!)

和菓子の販売

和太鼓

キッチンカー

【コース】
・健脚コース（約10ｋｍ )
・一般コース（約7km)

・ファミリーコース
（自宅からゴールを目指す )

　本誌の全市版 P17 に、参
加方法など詳細を掲載して
います。ご覧ください！

ゴール会場もにぎわいがあるよ !!

広告

〒532-0034 大阪市淀川区野中北2丁目11番15号
TEL 06-6399-0075（代表）

03-浜甲子園団地第ⅣⅣ期南工区建築その他工事
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　絵手紙サークル「陽だまり」は、絵手紙の楽しさを広く多くの人々
に知ってもらい、体験できる場づくりとして発足しました。
　絵手紙は、日常生活に潤いを与え、季節の移り変わりを感じられます。
また、絵手紙は友人・知人など誰かを思って描くので、人間関係を保
ち続けることができ、伝えたい言葉を探すので、頭を使い認知症予防
にも効果的！ とさまざまな目的をもって活動中です。また、活動はサ
ークル内だけにとどまらず、出張無料体験会も実施し、利用者の皆さ
んを明るい笑顔にしています。

絵手紙で福配り

　　絵手紙サークル　陽だまり ～あなたの心が届きますように～

鳴尾サークル紹介⑨鳴尾サークル紹介⑨

　
な
に
げ
な
く
通
り
過
ぎ
る
い
つ

も
の
道
、
見
慣
れ
た
景
色
で
も
、

ふ
と
「
こ
れ
な
～
に
？
」
と
思
う

こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
３
年
前
に
撮
っ
た
１
枚
の
写
真

に
、「
あ
れ
っ
？
」
と
思
い
ま
し
た
。

武
庫
川
団
地
お
祭
り
広
場
に
そ
び

え
る
こ
の
オ
ブ
ジ
ェ
は
、
た
く
さ

ん
の
人
々
が
目
に
し
て
い
ま
す
が
、

「
不
思
議
」
と
思
っ
た
人
は
少
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
最
近
撮
っ
た
写
真
と

見
比
べ
る
と
、違
い
が
あ
り
ま
し
た
。

撮
る
位
置
が
同
じ
な
の
に
、
上
部

の
輪
が
二
つ
か
ら
三
つ
に
変
わ
っ
て

い
る
の
で
す
。

　「
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
風
で
回
っ

て
る
？
」
と
気
に
な
り
、
武
庫
川

団
地
田
邉
繁
自
治
会
長
の
紹
介
で
、

Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
西
日
本
支
社
兵
庫

エ
リ
ア
経
営
部
に
問
い
合
わ
せ
ま

し
た
。

　
こ
の
オ
ブ
ジ
ェ
は
「
メ
ビ
ウ

ス
の
輪
」
と
呼
ば
れ
、
昭
和
63

（
1
9
8
8
）年
に
建

立
さ
れ
ま
し
た
が
、

建
立
さ
れ
た
経
緯
ま

で
は
分
か
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
メ
ビ
ウ
ス
＝
無
限

大
と
解
釈
す
れ
ば
、

永
遠
に
栄
え
る
か
な

と
考
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
詳
細
を
ご
存
じ
の

人
が
お
ら
れ
た
ら
、

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
上
部
が
回
る
こ
と

も
確
認
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
何
年
か

後
に
写
真
で
確
認
す

る
楽
し
み
が
で
き
ま

し
た
。

　鳴
尾
・
ふ
し
ぎ
発
見 

③

　
　
　
　
　
　
　
　（
高
須
）

右：令
和
３
年
６
月
撮
影
。左：令
和
６
年
８
月
撮
影

上
部
の
輪
が
１
つ
増
え
て
い
ま
す

絵手紙サークル「陽だまり」代表‌川手‌光枝

開催日時：毎月第３土曜日　午前１０時～１２時　　参加費：1000円

開催場所：コープ西宮東店２階集会所　西宮市小松北町１丁目6-44

問い合わせ：コープ第２地区本部　☎67-8927　コープ西宮東店　☎46-0830

日ごろの活動の様子

思いが伝わる作品の数々

広告
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‌

な
る
お
会
館
か
ら
の
お
知
ら
せ‌

　「
ク
リ
ス
マ
ス‌

ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
」

開
催
日
…
12
月
15
日（
日
）

時
間
…
14
時
開
演（
13
時
半
開
場
）

出
演
…
ロ
イ
ヤ
ル
フ
ラ
ッ
シ
ュ

ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド

会
場
…
な
る
お
会
館
３
階
集
会
室

定
員
…
80
人

申
込
…
11
月
30
日（
土
）必
着
　

申
し
込
み
方
法

往
復
は
が
き
で
事
前
申
し
込
み
が

必
要
。住
所・氏
名・電
話
番
号・申

し
込
み
人
数（
２
人
ま
で
）を
記
入

の
上
、

〒
6
6
3-

8
1
8
4

鳴
尾
町
３
丁
目
８-

７

　
　
　
　
　
　
な
る
お
会
館
ま
で

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
の

上
、当
落
の
お
知
ら
せ
を
返
信
し

ま
す
。往
復
は
が
き
以
外・受
付
期

間
外
は
抽
選
で
き
ま
せ
ん
。

主
催
　
公
益
財
団
法
人
鳴
尾
会

問い合わせ…なるお会館☎0798・46・8200　火～金の９～16時まで

長年にわたる警察活動への積極的な支援がたたえ
られ、鳴尾連合自治会の長畑純雄特別顧問が甲子
園警察署から感謝状とメダルを授与されました。

おめでとうございます！

月 日 曜日 時　　間 内　　　　　　容 講　　　　　師 問い合わせ先

11 16 土 13:30～15:30 「蔦屋 重三郎　出版に賭けた人生」　～第2回：寛政改革による弾圧と再起～
定員：100人　当日受け付け

元西宮市立西宮東高等学校教頭
霜澤　喜代子

鳴尾公民館
℡47－3838

★ 12 12 木 14:00～15:30

「絵手紙入門」　～今年の年賀状は絵手紙にしませんか～
定員：20人
申し込み： 11月28日（木）10時～電話にて受け付け 

※1人で2名まで申し込み可
材料費：300円（当日徴収）　持ち物：水彩用の細筆、書道用
の細筆、油性の細マジック（※筆の販売あり別途有料）

絵手紙作家
大畠　ひろ

★ 11 16 土 11:30～14:00
男の料理教室　休日のちょっと贅沢ごはん
対象：一般男性　定員：16人　申し込み：必要、お問い合わせく
ださい　材料費:1000円（当日徴収）

西洋料理　調理師
田中　航太郎

鳴尾東公民館
℡49－1300

★ 11 26 火 10:00～12:00
気楽にまちあるき　対岸から見る鳴尾東の景色
定員：15人　申し込み:必要、お問い合わせください
※館外講座です。雨天時は館内（第４集会室）で行います。

西宮のまち探検家
牛田　孝次

★ 12 ７ 土 14:00～16:00
色はふしぎ　5本の絵の具で100色を作ろう
対象：一般（小学生以上）　定員：20人
申し込み:11月5日（火）より来館、または電話にて受け付け
教材費:100円（当日徴収）

西宮美術協会会員
上嶋　恵津子

★ 12 １ 日
①13:30～14:10 
②14:20～15:00 
③15:10～15:50

お茶会～お抹茶一服いかがですか～
対象：一般（中学生以上）　定員：各回10人
申し込み： 11月21日（木）10:00～11:00（来館のみ・先着順） 

※１人で２名まで申し込み可
材料費：500円（申込時）

講師：茶道 表千家教授
櫻井　久子

南甲子園公民館
℡49－4741

11 21 木 13:30～15:00
子ども・子育て講座　絵本っていいなあ
～心ゆたかに　しなやかに～
定員：40人　当日受け付け

西宮市学校図書館教育指導講師
絵本講師
奈良教育大学非常勤講師
曲里　由喜子

学文公民館
℡41－605012 ８ 日 10:00～12:00 文化・芸術講座　「わくわくコンサート」 

定員：80人　当日受け付け

鳴尾吹奏楽団　アンサンブル 
・フルートアンサンブル 
・クラリネットアンサンブル 
・マリンバアンサンブル

12 19 木 14:00～15:30 健康・福祉講座　骨粗しょう症と骨折治療　～寝たきり防止のための骨折治療～ 
定員：40人　当日受け付け

西宮協立脳神経外科病院 
副院長　瀧川　直秀

★ 12 11 水 14:00～15:30
園芸講座　『お正月寄せ植え』
定員：20人　申し込み：12月2日（月）10時～来館にて受け付け
材料費：2000円（申込時徴収）　持ち物：手袋、エプロン、持ち帰り袋

パークマネージメント鳴尾浜
東山　未貴恵

高須公民館
℡49－131212 15 日 13:30～15:00 クリスマスコンサート in Takasu 

定員：200人　当日受け付け　会場：西宮市立鳴尾南中学校
鳴尾南中学校　高須中学校　武庫川女子大学 
吹奏楽部

12 19 木 13:30～15:30 音楽講座　『朧月（おぼろづき）コンサート』 
定員：80人　当日受け付け 声楽家　新井　俊稀

【地域医療講座】講師：明和病院医師（明和病院の協力を得て開催している講座です）

12 4 水 14:00～15:30 健康講座　花粉症の話 
定員：60人　当日受け付け（開始20分前より）　持ち物:筆記用具

耳鼻咽喉科部長 
奥中　美恵子

鳴尾東公民館
℡49－1300

11 20 水 14:00～15:30 『認知症の話』 
定員：50人　当日受け付け 訪問看護　中島　淳美 高須公民館

℡49－1312

鳴尾地区５公民館の講座案内 【★�は申し込みが必要。いずれも先着順。特に表記がな
ければ来館受け付け。材料費は受け付け時徴収】

広告

至
大
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武庫川女子大学武庫川女子大学

武庫川駅鳴尾・武庫川
女子大前駅
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3号神戸線
阪神高速
3号神戸線��

（高架下）

武庫川
I  C
武庫川
I  C

阪神｢鳴尾 · 武庫川女子大前｣駅 徒歩 6分
西宮市小松西町 2-6-52

0120-01-3242
株式会社阪急メディアックス

高架下でも静かで快適P15 台 安置室あり

45*181mm

第387号 令和 6年11月 1日 　コミュニティなるお ⑻


